
平成１８年（２００６年）５月１１日発行－５－　　（２０６号） 議 会 だ よ り

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

過
日
、
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
で
、

屋
上
緑
化
・
壁
面
緑
化
を
視
察
し

た
。
こ
れ
ま
で
難
し
い
と
言
わ
れ

て
き
た
壁
面
緑
化
や
既
存
建
物
の

屋
上
緑
化
が
、
最
近
の
技
術
で
可

能
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
有
意

義
だ
っ
た
。
現
在
、
市
施
設
の
屋

上
緑
化
は
前
原
小
だ
け
、
壁
面
緑

化
は
緑
小
で
予
定
さ
れ
て
い
る
に

と
ど
ま
る
。「
屋
上
緑
化
・
壁
面
緑

化
の
推
進
」
を
盛
り
込
ん
だ
『
緑

の
基
本
計
画
』
は
発
行
か
ら
７
年

も
経
つ
。
実
現
に
向
け
て
の
取
組

を
求
め
る
。
ま
た
、
中
野
区
立
第

二
中
学
校
の
よ
う
に
、
子
ど
も
達

自
ら
が
屋
上
緑
化
を
行
う
取
組
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　

環
境
部
長　

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
の
緩
和
に
効
果
が
あ
る
が
、
荷

屋
上
緑
化
と
壁
面
緑
化
の

屋
上
緑
化
と
壁
面
緑
化
の

推
進
に
つ
い
て

推
進
に
つ
い
て

重
の
問
題
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

屋
上
防
水
の
問
題
も
あ
る
。
可
能

な
範
囲
で
行
っ
て
い
く
。

　

教
育
部
長　

児
童
が
か
か
わ
る

と
危
険
の
問
題
が
伴
う
。

■
こ
の
他
に
、
�
高
架
化
に
伴
う

新
駅
の
緑
化
を
進
め
る
べ
き
。
�

１
年
に
１
回
、
４
分
間
し
か
使
わ

れ
て
い
な
い
「
防
災
無
線
同
報
系

子
局
」
を
他
市
並
み
に
活
用
し
、

子
ど
も
達
の
下
校
時
の
安
全
を
守

る
べ
き
。
�
「
収
入
役
廃
止
」
の

法
改
正
に
伴
い
、
二
人
助
役
制

（
副
市
長
制
）
を
導
入
す
る
べ
き
。

の
３
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
を

公
契
約
条
例
を

早
期
に
制
定
せ
よ

早
期
に
制
定
せ
よ

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

年
６
月
定
例
会
で
公
契
約

０２

条
例
制
定
に
向
け
て
の
陳
情
書
が

趣
旨
採
択
さ
れ
て
以
降
、
ど
の
よ

う
な
検
討
が
さ
れ
て
き
た
の
か
。

ま
た
、　

年
度
中
に
検
討
委
員
会

０２

で
結
論
を
出
す
と
言
わ
れ
て
い
た

が
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性
が
出
さ

れ
た
の
か
。
�
公
契
約
条
例
を
制

定
す
る
た
め
に
今
後
、
調
査
研
究

し
て
い
く
べ
き
。

　

総
務
部
長　

�
各
市
で
も
、
ま

だ
公
契
約
条
例
を
つ
く
っ
て
い
な

い
。
国
、
東
京
都
、
各
地
の
自
治

体
の
動
向
を
ふ
ま
え
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。
検
討
委
員
会
は

公
契
約
で
は
な
く
、
入
札
・
契
約

事
務
の
改
善
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
業
者
向
け
に
は　

年
４
月
に
、

０５

下
請
契
約
に
お
け
る
代
金
支
払
適

用
化
等
に
つ
い
て
の
用
紙
を
配
布

し
て
い
る
。
内
容
は
、
公
共
工
事

に
お
い
て
は
発
注
者
か
ら
の
前
払

い
金
は
現
金
で
さ
れ
る
の
で
企
業

の
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
前
払
い
金

制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
下
請
業

者
に
対
し
て
相
応
す
る
額
を
速
や

か
に
現
金
で
前
払
い
す
る
よ
う
十

分
配
慮
す
る
こ
と
、
と
な
っ
て
い

る
。
�
職
員
団
体
か
ら
も
公
契
約

条
例
を
つ
く
れ
と
の
要
求
が
来
て

お
り
、
公
契
約
条
例
の
公
平
性
の

部
分
に
つ
い
て
は
、
評
価
し
て
い

る
。
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い

き
た
い
。

前原小学校の屋上緑化

防犯対策のための警報機

安
全
指
導
に
活
用
。
ま
た
、
各
学

校
か
ら
自
治
会
な
ど
地
域
の
方
々

へ
協
力
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

総
務
部
長　

�
東
京
む
さ
し
農

協
と
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
の
覚
書
を

結
び
今
後
広
げ
て
い
く
。
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
の
シ
ー
ル
を
庁
用
車
に

貼
り
職
員
に
腕
章
着
用
を
実
施
。

　

市
長　

�
警
察
や
行
政
の
み
な

ら
ず
地
域
を
あ
げ
て
取
り
組
む
。

防
災
行
政
無
線
を
下
校
時
等
、
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
流
す
な
ど
実
施
さ
せ

る
方
向
で
検
討
。
�
条
例
を
作
り

た
い
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
で
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
）

　

第
四
小
学
校
通
学
路
で
登
校
時

に
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
を
私
も
実

践
し
て
い
る
。
子
ど
も
の
安
心
・

安
全
の
確
保
は
保
護
者
に
と
り
最

大
の
関
心
事
で
、
社
会
全
体
で
取

り
組
む
事
が
緊
急
課
題
で
あ
る
。

�
子
ど
も
を
見
守
る
家
カ
ン
ガ
ル

ー
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
今
後
の
方
向
性
。

�
登
下
校
時
の
見
守
り
体
制
は
。

�
防
災
無
線
で
犯
罪
抑
止
効
果
を

高
め
地
域
安
全
を
目
途
と
し
て
活

用
で
き
な
い
か
。
�
安
心
安
全
ま

ち
づ
く
り
条
例
を
作
成
し
な
い
か
。

　

教
育
部
長　

�
平
成
９
年
よ
り

実
施
し
、
登
録
数
は
現
在
千　

軒
。

５３

こ
の
事
業
が
更
に
充
実
す
る
よ
う

関
係
機
関
・
家
庭
等
の
連
携
を
図

っ
て
い
く
。
�
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
教
員
が

協
力
し
て
安
全
マ
ッ
プ
を
作
成
し

「「
子
ど
も
た
ち
」

子
ど
も
た
ち
」

み
ん
な
で
見
守
り
地
域
の
中

み
ん
な
で
見
守
り
地
域
の
中
でで

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り

条
例
の
制
定
を

条
例
の
制
定
を

犯
罪
の
き
っ
か
け
に
な
り
か
ね
な

い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
又
犯
罪

の
前
の
不
審
者
情
報
な
ど
情
報
が

大
き
な
鍵
と
な
る
。
最
新
情
報
が

有
効
に
機
能
す
る
よ
う
な
対
策
を
。

　

総
務
部
長　

�
条
例
の
制
定
は

早
急
に
検
討
し
た
い
。
総
合
的
に

関
係
機
関
が
協
力
し
、
緊
密
に
連

携
が
必
要
で
あ
る
。
�
警
察
と
の

連
携
を
含
め
、
対
応
策
を
考
え
て

い
き
た
い
。

　

市
長　

�
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
と
、
小

さ
い
と
き
に
芽
を
摘
む
必
要
が
あ

り
、
教
育
も
必
要
と
思
う
。

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

防
犯
対
策
で
は
、
既
に
学
校
で

の
警
報
機
の
設
置
や
防
犯
ブ
サ
ー

の
貸
与
等
、
ま
た
地
域
で
の
パ
ト

ロ
ー
ル
用
腕
章
や
ベ
ス
ト
の
貸
与

等
々
行
わ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
町
会
が

自
主
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
る
。
�
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
は
市
民
生
活
の
根
幹
に
関

わ
る
こ
と
で
あ
り
、
警
察
や
消
防

署
、
金
融
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、

情
報
の
共
有
化
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
す
る
た
め
、
条
例
の
制
定
は
有

効
で
は
な
い
か
。
�
被
害
者
を
出

さ
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
を
加
害
者
に
し
な
い

と
い
う
配
慮
も
必
要
と
思
う
が
ど

う
か
。
�
１
年
生
の
ラ
ン
ド
セ
ル

カ
バ
ー
は
交
通
安
全
上
有
効
と
思

っ
て
い
た
が
、
１
年
生
を
特
定
し

建設が望まれる児童館

学
校
飼
育
動
物
に
よ
り

学
校
飼
育
動
物
に
よ
り

生
命
の
教
育
を
す
べ
き

生
命
の
教
育
を
す
べ
き

斎
藤
康
夫
（
民
主
党
）

　

少
年
に
よ
る
凶
悪
犯
罪
は
、
減

少
し
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
、
戦
後
混
乱
期
か
ら
の
統

計
で
あ
り
、
最
近
は
増
加
し
て
お

り
、
そ
の
質
も
変
化
し
て
い
る
。

生
命
の
尊
厳
や
心
の
教
育
が
必
要

で
あ
る
。
�
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
家
庭
で
ほ
乳
類

を
飼
っ
て
い
る
の
は
２
割
程
度
で

あ
る
。
現
在
こ
そ
、
学
校
飼
育
動

物
に
よ
り
、
動
物
と
の
触
れ
あ
い

を
児
童
に
体
験
さ
せ
る
べ
き
で
あ

る
。
�
学
校
飼
育
動
物
の
管
理
や

指
導
の
充
実
に
は
獣
医
師
と
の
連

携
が
必
要
で
あ
る
。
動
物
の
校
医

制
度
を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
。

　

教
育
部
長　

�
動
物
と
の
触
れ

あ
い
に
よ
る
生
命
の
教
育
に
つ
い

て
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
一
層
の
充
実
を

図
る
。
�
貴
重
な
ご
意
見
と
し
て

伺
い
た
い
。

　

教
育
長　

�
幼
少
期
に
お
け
る

動
物
と
の
触
れ
あ
い
に
よ
り
、
生

命
の
尊
厳
を
体
験
す
る
教
育
が
必

要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
、「
職
員
提
案
制
度
を

活
用
し
、
市
政
改
革
を
進
め
る
べ

き
」
と
質
問
し
た
。
量
的
改
革
か

ら
質
的
改
革
を
求
め
る
段
階
の
今

こ
そ
、
直
接
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
る
職
員
の
経
験
と
ア
イ
デ

ア
を
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

貫
井
北
地
域
セ
ン
タ
ー
と

中
町
児
童
館
の
早
期
建
設

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

�
図
書
館
公
民
館
含
む
貫
井
北

地
域
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て

は
平
成
５
年
に
土
地
を
購
入
し
て

か
ら
何
度
か
予
定
が
延
ば
さ
れ
て

き
た
。
今
回
は
平
成　

年
基
本
設

２２

計
の
予
定
だ
が
こ
れ
ま
で
の
議
会

の
議
論
を
踏
ま
え
て
行
う
べ
き
。

　

教
育
部
次
長　

基
本
計
画
策
定

を
平
成　

年
と
定
め
、
地
域
住
民

２２

の
方
々
の
協
議
、
図
書
館
・
公
民

館
・
老
人
い
こ
い
の
家
等
の
ご
利

用
者
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

ま
た
図
書
館
協
議
会
・
公
民
館
運

営
審
議
会
の
ご
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
多
く
の
市
民
の
参
加
を
お
願

い
し
て
基
本
設
計
に
当
た
っ
て
い

き
た
い
。

　

�
中
町
児
童
館
建
設
に
つ
い
て

�
以
前
児
童
館
と
学
童
保
育
を
併

設
す
る
と
い
う
方
針
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
ど
う
な
の
か
�
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て
は
ど
う

か
�
市
民
参
加
で
行
う
考
え
は
。

児
童
青
少
年
課
長　

�
�
平
成　
２２

年
に
設
計
委
託
を
計
画
し
て
い
る
。

設
計
内
容
は
未
定
。
今
後
単
独
館

と
す
る
の
か
複
合
施
設
と
す
る
の

か
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�
現
在
の
と
こ
ろ
は
児
童
館
運
営

審
議
会
の
中
で
と
考
え
て
い
る
。


